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（１） はじめに 

当消防本部では「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき「能代山本広域市町村

圏組合消防本部地球温暖化対策実行計画」を平成１８年４月に策定し、平成１８年度から平

成２２年度までの５年間、温室効果ガスの削減に取り組んできました。本報告書では計画期

間の削減実績について報告します。 

 

（２） 地球温暖化対策実行計画の概要 

計 画 期 間  平成１８年度～平成２２年度（５年間） 

計画の基準年度  平成１７年度 

計 画 の 対 象  職員が直接実施する消防の事務・活動の全て 

削 減 目 標  基準年度（平成１７年度）の温室効果ガス排出量から平成２２年度末 

             には５％以上の削減 

 

（３） 平成２２年度実績 

平成２２年度における各種類の実績を基準年度と比較した状況は次のとおりである。温室効

果ガス排出量は基準年度に比べ△１２．４％となり、削減目標の５％以上よりも大幅に削減する

ことができた。 

 

項  目 種  類 
基準数値 

（平成１７年度） 

実  績 

（平成２２年度） 

評

価 

基  準 

年度比 

ガソリン ２３，５９４ ㍑ ２９，０２４ ㍑ × 23.0% 増 

灯   油 ４４，８６９ ㍑ ４０，０８２ ㍑ ○ 10.7% 減 

軽   油 ２５，３５２ ㍑ ２３，９３３ ㍑ ○ 5.6% 減 

Ａ 重 油 １０，０００ ㍑  ９，０００ ㍑ ○ 10.0% 減 

液化石油ガス  ３，０８５ ㎏  ２，２７０ ㎏ ○ 26.4% 減 

燃料使用量 

都市ガス ５１，９０４ ㎥ １６，１５９ ㎥ ○ 68.9% 減 

電気使用量 電    気 ３６４，０１６ kwh ４０１，８２９ kwh × 10.4% 増 

ガソリン車 １３８，１８３ ㎞ １９３，９５３ ㎞ × 40.4% 増 

ディーゼル車 １３３，２１７ ㎞ １０４，８９８ ㎞ ○ 21.3% 減 
消防車両の

走行距離 

エアコン使用車 ３１ 台 ３２ 台 × 3.2% 増 

温室効果ガス排出量 ５１１，９７２㎏-CO2 ４４８，５００㎏-CO2 ○ 12.4% 減 

 



 

 

（４） 温室効果ガス排出量の年度別比較 

 温室効果ガス排出量 基準年度との差引 基準年度比削減率 

平成１７年度 ５１１，９７２ ㎏-CO2 － － 

平成１８年度 ５０２，２８０ ㎏-CO2 △９，６９２ ㎏-CO2 △１．９％ 

平成１９年度 ４７５，１８２ ㎏-CO2 △３６，７９０ ㎏-CO2 △７．２％ 

平成２０年度 ４２５，７３８ ㎏-CO2 △８６，２３４ ㎏-CO2 △１６．８％ 

平成２１年度 ４３８，０３９ ㎏-CO2 △７３，９３３ ㎏-CO2 △１４．４％ 

平成２２年度 ４４８，５００ ㎏-CO2 △６３，４７２ ㎏-CO2 △１２．４％ 

 

（５）評価 

計画期間内では最終的に△１２．４％と大幅な削減が達成されたが、年度単位で比較する

と平成２０年度から平成２２年度にかけては温室効果ガス排出量が増加した結果となった。 

 種類別に評価すると、基準年度と比較して削減できたものは、灯油、軽油、Ａ重油、液化石

油ガス、都市ガスとなっている。特に都市ガスと液化石油ガスについては大幅な削減を達成し

ており、徹底した暖房機器の使用制限によるものと考える。 

 一方、増加したものはガソリン、電気、ガソリン車の走行距離、エアコン使用車となっている。

増加した要因としては、ガソリン車の増台やＯＡ機器等の増加に伴う電気使用量の増加と考

えられる。消防といった特殊な業務上、ガソリンの使用料や走行距離を制限することは難しく

増加はやむを得ないとしても、電気使用量に関しては職員の努力で抑えることが可能なもの

である。電気使用量は平成１８年度以降、毎年増加している状況であり、年間の温室効果ガ

ス排出量の約３割は電気使用量から排出されている。温室効果ガス排出量を削減させるため

には電気使用量を抑えることが重要であり、さらなる取組みや改善が必要とされる。 

 当消防本部では平成２３年度から第２次地球温暖化対策実行計画を策定しており、今後も

さらなる温室効果ガス排出量の削減を目指して地球温暖化対策に取り組んでいく。 

 


